
会 報

第 55 回一般社団法人日本糖尿病学会年次学術集会開催報告

2012 年 5 月 17 日（木）～19 日（土）の 3日間，パシフィコ横浜の会議センター，国立大ホール，展示
ホール，パンパシフィック横浜ベイホテルに於いて，第 55 回日本糖尿病学会年次学術集会を開催致しまし
た．今回の学術集会のメインテーマである「DREAMS come true」は，糖尿病学会のアクションプラン 2010
の“DREAMS”の実現を推し進めたいとの思いを込めて決めました．歩いて移動できる範囲内に広い会場
が集中する施設であったことと，交通アクセスも比較的良いことも幸いし，これまでで最多の 13,573 名
（学生・研修医 314 名を含む）の方々に来場いただきました．
本学術集会は，受賞講演，門脇理事長による理事長声明で始まりました．特別講演は，β細胞に関する
2題と，大江健三郎氏による「回復する力，新しい力」の二つで，いずれも大盛況でした．シンポジウムは
災害時医療や大規模臨床試験から再生医療まで 19 テーマ，オープンカンファレンスはCSII 療法とフット
ケアの 2テーマ，From Debate to Consensus は 7 テーマで開催しました．Cutting-edge Lecture は 3 名の
海外演者が講演しました．From Debate to Consensus は初めての試みでしたが，事前に演者と座長が打合
せていただいたおかげで，議論を深めることができました．第 3回 East-West Forumも議論は深まりまし
たが，若干参加者が少ないのが残念でした．教育講演は 13 テーマについて，自由聴講の会場と単位取得専
門医に限定した中継会場で行いました．単位取得のための教育講演は，初めての本稼働でしたが混乱なく
無事終えることができました．
一般演題は過去最多の 2,284 題が採択されました．その内，ポスター発表では 3日間継続掲示という新し

い形とし，オーディオツアー方式も取り入れました．ディスカッションの機会が増えた，演者の声がはっ
きり聞こえて討議に集中できた，など前向きの評価をいただきました．
運営の IT化として，スマートフォンやタブレットなどに対応した抄録集アプリを作成しました．人名や

演題の検索やスケジュール管理が便利で，重い抄録集を携帯しなくてもすむと好評でした．
市民公開講座の「白熱“糖尿病”教室」（日本糖尿病協会と共催）は，プロの俳優による演劇，専門家の
解説，料理の実演，アンサーパッドを用いたQ&Aなど用いて，コミュニケーションと自己管理の重要性
を提示しました．3,500 名以上の参加者がありました．サンセットラン＆ウォークも 300 名を超える方々に
参加いただきました．
想定した来場者数が 12,000 名であったことから，コングレスバッグやプログラム集などが不足しご迷惑
をおかけしたが，何とぞ，ご容赦お願い致します．最後に，本学術集会の開催にご協力いただきました会
員各位ならびに関係者の方々に，深く感謝申し上げます．

第 55 回日本糖尿病学会年次学術集会会長 渥美義仁
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平成 24年度理事会，学術評議員会ならびに社員総会における報告承認決定事項

第 55 回社団法人日本糖尿病学会年次学術集会は，渥美義仁会長主宰のもとに平成 24 年 5 月 17，
18，19 日の 3日間，パシフィコ横浜，パン パシフィック横浜ベイホテル東急において開催された．こ
れに先立つ理事会，学術評議員会は 5月 16 日に，また定時社員総会は 5月 17 日に，いずれもパシ
フィコ横浜にて開催された．

1．平成 23年度事業報告および庶務報告
●事業報告
1．第 54 回年次学術集会

会 長 羽田勝計（旭川医科大学内科学講座（病
態代謝内科学分野））

会 期 平成 23 年 5 月 19 日（木）～5 月 21
日（土）

会 場 さっぽろ芸術文化の館，札幌市教育文
化会館，ホテルロイトン札幌ほか

参加者 9,200 名
・会長講演 糖尿病と合併症：克服への Prospects
・特別講演 あたりまえの暮しを求めて
・学会賞受賞講演
ハーゲドーン賞 糖尿病の統合的理解を目指した

血糖降下薬の基礎的・臨床的研
究

リリー賞 ①糖尿病における膵 β細胞代謝―分泌
連関障害の分子機構

②膵島におけるインスリン開口分泌機
構の可視化解析

・緊急シンポジウム
災害時の糖尿病医療

・特別セッション
災害時のチーム医療

・シンポジウム
1．IDFの新しい 2型糖尿病の治療のアルゴリズ
ム アジアへの適応は 他 21 題

・ワークショップ
1．＝CDEJ の未来＝更なる資質を高め，社会的地
位の向上を目指して

・教育講演
1．1型糖尿病の病態と予防 他 11 題

・Debate Session
日本人 2型糖尿病の主病態は，インスリン抵抗性
かインスリン分泌不全か？ 他 5題

・糖尿病劇場・特別シンポジウム
糖尿病医療学 糖尿病診療のサイエンスとアー

ト：糖尿病劇場

・一般演題 2,281 題

2．第 46 回「糖尿病学の進歩」
世話人 佐藤 讓（岩手医科大学糖尿病代謝内

科）
会 期 平成 24 年 3 月 2 日（金）・3日（土）
会 場 岩手県民会館，盛岡グランドホテル（盛

岡市）
参加者 3,066 名

1）第 1日目
A会場
・レクチャー：糖尿病診療と療養指導に必要な知
識（1）

1．糖尿病の概念と診断基準 他 4題
・シンポジウム：コーチング技法などを用いてエ
ンパワーメント
理念に基づく患者支援を促進する

1．エンパワーメントをめざす私の方法と実践～
看護師の立場から～ 他 3題

B会場
・レクチャー：糖尿病診療と療養指導に必要な知
識（2）

1．食事療法はなぜ必要か 食餌療法～食事療
法～栄養療法 他 10 題

C会場
・シンポジウム：糖尿病神経障害臨床の最前線
1．糖尿病神経障害の症候学：早期診断と予防・
管理のために 他 4題

・ワークショップ：動脈硬化の診断の進歩
1．血管機能と糖尿病 1（PWV，CAVI）

他 3題
・レクチャー：糖尿病診療に必要な知識（1）
1．心血管疾患発症阻止を見据えた良質な血糖管
理 他 2題

D会場
・ワークショップ：世界と日本の大規模研究から
わかったこと

1．DCCT，UKPDS 他 5 題
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・シンポジウム：インクレチンと糖尿病合併症
1．インクレチン療法 総論 他 4題
E会場
・レクチャー：臨床医がわかる糖尿病研究の進歩
1．インスリン抵抗性の分子機構 他 10 題
F会場
・レクチャー：研究成果発信の勧め
1．糖尿病学会誌「糖尿病」への投稿の勧め

他 4題
2）第 2日目
A会場
・レクチャー：糖尿病診療と療養指導に必要な知
識（3）

1．妊娠と糖尿病 他 4題
・シンポジウム：カーボカウントの理論と実際
1．医学的な観点からのカーボカウントの理論に
ついて 他 3題

B会場
・レクチャー：糖尿病診療と療養指導に必要な知
識（4）

1．糖尿病網膜症の成因 他 10 題
C会場
・特別セッション：東日本大震災から学んだ災害
時の糖尿病対策

1．日本糖尿病学会アンケート調査結果から見え
るもの 他 4題

・市民公開講演会：糖尿病の新しい治療
1．膵臓ベータ細胞を元気にするクスリ

他 2題
D会場
・シンポジウム：小児・思春期糖尿病のケアーと
問題点

1．小児科の立場から―都会で診察する立場か
ら― 他 4題

・シンポジウム：糖尿病腎症臨床の最前線
1．糖尿病性腎症とCKD―問題点と解決法（新し
いCKD分類を含む） 他 4題

E会場
・レクチャー：糖尿病診療に必要な知識（2）
1．Cペプチドインデックスを用いた最適治療の
選択 他 10 題

3．地方会活動
1）第 45 回日本糖尿病学会北海道地方会

会 期 平成 23 年 11 月 23 日（祝）
会 場 札幌プリンスホテル国際パミール
会 長 島本和明（札幌医科大学学長）
参加者 684 名

2）第 49 回日本糖尿病学会東北地方会
会 期 平成 23 年 11 月 5 日（土）
会 場 仙台国際センター
会 長 岡 芳知（東北大学大学院医学系研究

科分子代謝病態学分野）
参加者 815 名

3）第 49 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会
会 期 平成 24 年 1 月 21 日（土）
会 場 都市センターホテル，JA共済ビルカン

ファレンスホール
会 長 小沼富男（順天堂大学医学部附属順天

堂東京江東高齢者医療センター糖尿
病・内分泌内科）

参加者 2,143 名
4）・第 83 回日本糖尿病学会中部地方会

会 期 平成 23 年 4 月 2 日（土）
会 場 富山国際会議場
会 長 戸邉一之（富山大学第一内科）
参加者 480 名

・第 84 回日本糖尿病学会中部地方会
会 期 平成 23 年 10 月 22 日（土）
会 場 名古屋国際会議場 1号館 3Fおよび 4

号館 3F
会 長 押田芳治（名古屋大学総合保健体育科

学センター保健科学部）
参加者 850 名

5）第 48 回日本糖尿病学会近畿地方会
会 期 平成 23 年 10 月 29 日（土）
会 場 大阪国際会議場
会 長 花房俊昭（大阪医科大学内科学Ⅰ）
参加者 2,186 名

6）第 49 回日本糖尿病学会中国・四国地方会
会 期 平成 23 年 11 月 11・12 日（金・土）
会 場 アスティとくしま
会 長 松本俊夫（徳島大学大学院ヘルスバイ

オサイエンス研究部生体情報内科学）
参加者 950 名

7）第 49 回日本糖尿病学会九州地方会
会 期 平成 23 年 10 月 14・15 日（金・土）
会 場 アクロス福岡
会 長 髙栁涼一（九州大学大学院医学研究院

病態制御内科学）
参加者 2,030 名

4．分科会活動
1）第 26 回日本糖尿病合併症学会

会 期 平成 23 年 10 月 14・15 日（金・土）
会 場 大宮ソニックシティ

糖尿病 55 巻 7 号（2012）
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会 長 川上正舒（自治医科大学附属さいたま
医療センター）

参加者 900 名

5．出版事業
①会誌「糖尿病」第 54 巻 4 号，サプルメント 1（抄
録集）～第 55 巻 3 号まで，13 回発行
会誌 Diabetology International

②糖尿病患者向け指導書
1）糖尿病食事療法のための食品交換表 第 6版

100,000 部発行
2）糖尿病治療の手びき 改訂第 55 版

50,000 部発行
3）糖尿病性腎症の食品交換表 第 2版

増刷なし
4）糖尿病食事療法のための食品交換表CD-ROM
版（ver. 4） 1,000 部発行

5）糖尿病性腎症の食品交換表CD-ROM版（ver.
2）付き 増刷なし

6）Food Exchange List 500 部発行
7）糖尿病食事療法のための食品交換表 活用編

5,000 部発行
③医師，コ・メディカル向け指導書
1）こどもの糖尿病・サマーキャンプの手引き 第
3版 増刷なし

2）糖尿病食事療法指導のてびき 第 2版
増刷なし

3）糖尿病療養指導の手びき 改訂第 3版
増刷なし

4）糖尿病治療ガイド 2010 10,000 部発行
5）糖尿病学用語集 第 3版 増刷なし
6）糖尿病遺伝子診断ガイド 第 2版 増刷なし
7）糖尿病専門医研修ガイドブック 改訂第 4版

増刷なし
8）小児・思春期糖尿病管理の手びき改訂第 3版

2,500 部発行
9）糖尿病学の進歩 45 集 1,200 部発行
10）糖尿病の療養指導 2011 1,200 部発行
11）科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドライン

2010（改訂第 3版） 3,000 部発行
12）Treatment Guide for Diabetes 2007 増刷なし

6．糖尿病週間
平成 23 年 11 月 14 日～20 日，第 47 回全国糖尿病週

間の行事が一斉に行われた．テーマは「連携による糖
尿病治療の継続」．

7．国際糖尿病連合会議
・IDF-WPR Council Meeting（2011. 12. 2, Dubai,
UAE）への出席
・IDF General Council Meeting（2011. 12. 3, Dubai,
UAE）への出席

8．普及・啓発・後援事業
①第 47 回全国糖尿病週間の共催
期間 平成 23 年 11 月 14 日～20 日

②日本糖尿病協会への協力
「さかえ」および「つぼみ」発行の企画等
③世界糖尿病デーへの参加
第 5回「世界糖尿病デー」関連イベントの開催

平成 23 年 11 月 14 日
④「メタボリックシンドローム撲滅運動キャンペー
ン」 平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日

⑤より良い特定健診・保健指導のためのスキルアッ
プ講座 平成 23 年 6 月 19 日・6月 26 日

⑥世界口腔保健学術大会記念「第 17 回口腔保健シン
ポジウム 平成 23 年 7 月 9 日

⑦第 4回 JSDEI セミナー「肥満・糖尿病，栄養と口
腔保健推進セミナー」

平成 23 年 7 月 31 日
⑧第 28 回糖尿病Up・Date 賢島セミナー

平成 23 年 8 月 27 日～28 日
⑨平成 23 年度「糖尿病シンポジウム」

平成 23 年 9 月 10 日・10 月 15 日
⑩食と生命のサイエンス・フォーラム―コーヒーと
糖尿病についての最新知見―

平成 23 年 11 月 2 日
⑪第 11 回日本先進糖尿病治療研究会

平成 23 年 11 月 19 日
⑫第 23 回分子糖尿病学シンポジウム

平成 23 年 11 月 26 日
⑬糖尿病予防キャンペーン 西日本地区講演会

平成 23 年 11 月 20 日
⑭平成 23 年度「食育健康サミット」

平成 23 年 12 月 1 日
⑮第 23 回日本糖尿病性腎症研究会

平成 23 年 12 月 3 日～4日
⑯東京新聞健康講座「おいしい食事で糖尿病を予防
しよう」 平成 23 年 12 月 11 日

●庶務報告
1．総会
平成 23 年 5 月 19 日，さっぽろ芸術文化の館にて第

54 回通常総会を開催した．平成 22 年度事業報告，庶務
報告，収支決算報告が承認され，また平成 23 年度補正
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予算ならびに平成 24 年度事業計画および予算が承認
された．第 57 回会長に花房俊昭学術評議員が選出・承
認された．
2．評議員会および学術評議員会
平成 23 年 5 月 18 日にそれぞれ開催された．
3．理事会
定例理事会は平成 23 年 5 月 18 日，11 月 27 日，臨時

理事会は平成 24 年 3 月 1 日の合計 3回開催された．

●会員状況報告（平成 24年 3月 31日現在）
1．役員等
1）役員
理 事 18 名（22 年度末 18 名）
監 事 2名（22 年度末 2名）
2）学術評議員 673 名（22 年度末 608 名，65 名
増）

2．会員等
1）名誉会員 30 名（22 年度末 29 名，追加 2名，
物故者 1名）

2）正会員
23 年 3 月末日会員数 16,642 名
23 年度新入会 600 名
名誉会員へ －2名
23 年度退会 －491 名 退会内訳：

希望退会 332 名
会費未納による資格喪失（現定款） 114 名

物故 45 名
正会員 現在数 16,749 名（107 名増）

3）賛助会員
23 年 3 月末日会員数 45 名
賛助会員 現在数 45 名

3．物故会員
名誉会員 山吹隆寛
功労学術評議員 川合厚生 近藤甲斐夫 新実光朗

松田文子
学術評議員 小森克俊 仁木一郎 森山啓明

吉松博信
正会員 赤堀 進 安藤昭四郎 井川宗彦

石井 純 石澤文彦 泉原弥太郎
板垣晃之 市川勝之 岩尾 仁 大久保泰
大谷晴彦 大野繁一 荻原 通 香河一郎
鎌田勝雄 菊入 剛 小松真生 小助川治
佐々木俊輔 佐野隆志 澤辺 宏
下村宏之 清水陽一 末井 泉 田代祐基
谷口理香 中尾隆介 中嶋美鐘 中野儀人
新野洋一 野口友義 彦坂直道 藤原久義

松尾栄一 森本光明 横内 章 吉田 稔
（敬称略，連絡のあった方のみ）

2．委員会報告
I．「糖尿病」編集委員会 委員長 小泉順二
委員会の開催 7回：平成 23 年 4 月 17 日，5月 19

日，7月 31 日，9月 25 日，11 月 23 日，平成 24 年 1 月
29 日，3月 18 日
1．出版状況：第 54 巻 4 号から第 55 巻 3 号までの
12 誌と Supplement「第 54 回年次学術集会抄録
号」を発行した．詳細は次頁の表の通りである．

2．論文受付状況：平成 23 年 4 月 1 日より平成 24 年
3 月 31 日までの論文投稿数
（受付総数）160 編（原著（含コメディカルコー
ナー）61 編，症例 84 編，短報 6編，報告 3編，編
集者への手紙 4編，コメディカルコーナーミニレ
ビュー 1，編集委員会報告 1編），この期間に採否
を決定した論文数は 157 編（可 86 編，否 64 編，
辞退 7編），採択率は 57％であった．採択日から
掲載までの期間は約 3か月．

3．活動内容（審議・検討した主たる事項）
1）委員改選に伴い委員長選出を行った結果，引き続
き，委員長に小泉順二理事，副委員長は吉岡成人
委員に決定した．

2）投稿規定の大幅改訂を行った．コメディカルコー
ナーを廃止し，原著論文の内容を 6つに分類分け
した．また倫理規定や利益相反（COI），HbA1c
についての記載も当学会の指針に準じて明確にし
た．COI 申告開示の記載は 8号掲載論文から開始
した．全ての論文に英文要約を付けることを義務
付けた．

3）査読書類に新たに内容に関するチェックリストを
追加した．

4）第 54 回年次学術集会でのシンポジウム「災害時の
糖尿病医療」「災害時のチーム医療」の講演内容を
特別報告（Timely Report）として 8号と 9号に掲
載した．

5）リリー賞受賞講演原稿は，昨年発刊した英文誌
「Diabetology International」に掲載し，和文誌には
要約程度の内容を掲載することとした．

6）広告に関する内規の整備を行った．
7）広告代理店丹水社との契約を終了し文京メディカ
ル社に変更した．

8）個人情報保護指針案を現在検討中である．

II．「Diabetology International」編集委員会
委員長 春日雅人

今年度は平成 23 年 5 月 19 日，平成 24 年 3 月 3日の
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総頁数 原著 症例 短報 報告 地方会 ミニ
レビュー

編集者
への手紙 特集 その他

Vol. 54 No.  4 84 1 3 1 中四国 1 1

Supplement 1 517 第 54 年次学術集会抄録号

 No.  5 65 3 4 中部 1

 No.  6 76 2 4 中四国

 No.  7 180 2 1 九州 1 会報

 No.  8 55 1 4 関甲信 特別報告

 No.  9 66 1 2 1 特別報告

 No. 10 47 3 5

 No. 11 45 3 3 受賞講演

 No. 12 65 3 3 1 総目次

Vol. 55 No.  1 89 2 4 九州（1） 1 会報

 No.  2 83 3 4 九州（2）

 No.  3 59 3 4 中部

合計 1,431 27 41 0 1 9 2 1 3 6

2 回委員会が開催された．また，英文誌Diabetology In-
ternational 第 1 巻 1 号（2010 年 12 月），第 2号（2011
年 3 月），第 2 巻 1 号（2011 年 5 月），第 2 号（2011
年 7 月），第 3号（2011 年 11 月），第 4号（2011 年 12
月），第 3巻 1号（2012 年 3 月）をほぼ予定通り刊行す
ることができており，第 3巻 2号は 2012 年 6 月に刊行
を予定している．投稿論文は 8編以上�月が目標である
が，2010 年は 5.6 編�月，2011 年は 6.6 編�月であり，今
一層のご協力をお願いしたい．採択率は 2010 年…
53％，2011 年…53％ で original articleとcase report
についての平均初回査読期間は 2010 年…48 日，2011
年…30 日であった．皆様のご協力により査読期間がか
なり短縮したがあと 4～5日の短縮を目指したい．当面
の目標は Impact Factor の取得であり，そのために必
要な事項について検討を行った．

III．「食品交換表」編集委員会 委員長 石田 均
1．委員会の開催
食品交換表編集委員会を平成 23 年 5 月 21 日，7
月 24 日，10 月 2 日の 3回，カーボカウント小委員
会を平成 23 年 5 月 21 日＊，7 月 24 日午前，同日
午後＊，10 月 2 日午前，同日午後＊，平成 24 年 3
月 18 日午前の 6回開催し（＊は食品交換表編集委
員会と合同），食品交換表改訂小委員会を平成 23
年 10 月 2 日午後，11 月 20 日，平成 24 年 3 月 18
日午後の 3回開催した．

2．出版事業について［平成 23 年 4 月 1 日～平成 24
年 3 月 31 日，（ ）は発行以来の累計部数］

1）食品交換表 第 6版
売上部数：142,304 部（2,695,257），発行部数：
100,000 部（2,800,000）

2）糖尿病性腎症の食品交換表 第 2版
売上部数：5,207 部（96,322），発行部数：0部
（98,000）
3）糖尿病食事療法指導のてびき 第 2版
売上部数：1,142 部（18,768），発行部数：0部
（21,000）
4）食品交換表の英訳版
売上部数：289 部（2,651），発 行 部 数：500 部
（3,400）
5）CD-ROM版食品交換表（ver. 4）
売上部数：736 部（1,905），発行部数：1,000 部
（3,000）
6）CD-ROM版（ver. 2）付糖尿病性腎症の食品交換表
売上部数：80 部（2,162），発行部数：0部（2,500）

7）食品交換表 活用編
売上部数：8,103 部（64,650），発行部数：5,000
部（70,000）

3．引用許可願いの審査（23 年 4 月 1 日～平成 24 年
3 月 31 日）

1）食品交換表 第 6版：申請 28 件
無条件許可 12 件，条件付き許可 14 件，審査中 2
件．

2）糖尿病性腎症の食品交換表 第 2版：申請 1件
で，条件付き許可．

4．小委員会の活動と食品交換表などの改訂について
カーボカウント小委員会作成の「カーボカウント
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の手引書」原案をもとに，平成 23 年 11 月 27 日の
理事会にて，渥美理事から概要説明を行っていた
だいた．現在は，原案をリライトして患者向けと
指導者向けの手引書を作成中であり，来春発行の
予定である．
また，学術評議員を対象に行ったアンケートの結
果をふまえて，「食品交換表」などの改訂作業を
行っており，「食品交換表」の第 7版と「糖尿病食
事療法指導のてびき」の第 3版も，来春発行の予
定である．

IV．「糖尿病治療の手びき」編集委員会
委員長 石塚 達夫

1．今年度は，2011 年 5 月 19 日（第 54 回日本糖尿病
学会総会会期中）および 2012 年 3 月 3 日（第 46
回糖尿病学の進歩会期中）の 2回の委員会を開催
した．

2．2011 年度選出委員を以下の通り確認した．
＜2011 年度選出＞
関口 雅友 札幌厚生病院第一内科
成田 琢磨＊ 秋田大学内分泌・代謝・老年医学分野
間中 英夫 山形県立中央病院内科
島田 朗＊ 東京都済生会中央病院糖尿病・内分

泌内科
植木 彬夫 東京医科大学八王子医療センター内科
石塚 達夫＊◇ 岐阜大学総合病態内科学分野
藤本 新平 高知大学内分泌代謝・腎臓内科学
絵本 正憲＊ 大阪市立大学代謝内分泌病態内科学
山根 公則＊ NTT西日本中国健康管理センター
岩瀬 正典 九州大学病態機能内科学
岡 芳知☆ 東北大学糖尿病代謝科
荒木 栄一☆ 熊本大学代謝内科学分野

＊ ：2011 年度選出（2011～2014 年度）
無印：2009 年度選出（2009～2012 年度）
◇ ：委員長
☆ ：担当理事

3．『糖尿病療養指導の手びき』の改訂について
2011 年 9 月の原稿締切後に，委員会で全原稿の検
討を行い，2012 年 2 月まで委員会査読による原稿
を修正し，2012 年 3 月 3 日の委員会時には初校の
確認を行った．現在，2012 年 5 月の第 55 回日本糖
尿病学会までの刊行を目指して最終進行中であ
る．尚，内容の検討を委員会，理事会による最終
確認を経て決定する予定．特にHbA1c の表記に
ついて①基本的に「NGSP値」として表記する．と
くに断り書きがないものはNGSP 値であり，JDS
値からは換算式を用いて換算する．②過去の経緯

の解説等において，JDS値あるいは国際標準値を
記載する必要がある場合には，「HbA1c（JDS）」あ
るいは「HbA1c（国際標準値）」として，個々に記
載する．本書冒頭にHbA1c の表記法の基本方針
を記した頁を設けることを確認した．

4．2012 年 5 月刊行予定，印刷部数：初刷 3,000 部
1）『糖尿病療養指導の手びき（改訂第 3版）』（07 年 5
月刊）：約 4,000 部（2012 年 2 月末現在）

2）『糖尿病治療の手びき（改訂第 55 版）』（11 年 5 月
刊）約 23,000 部（2012 年 2 月末現在）

V．小児糖尿病委員会 委員長 雨宮 伸
1．「小児・思春期糖尿病の手びき（改訂第 3版）―コ
ンセンサスガイドライン」が平成 23 年 6 月に刊行
された．日本小児内分泌学会糖尿病委員会との共
同編集で行った．
第 4版は平成 25 年度の「科学的根拠に基づく糖尿
病診療ガイドライン」の刊行後の平成 26 年度を目
標に準備する．

2．2011 年の ISPADサイエンススクールの日本での
開催延期となった．
2012 年 8 月 31 日（金）～9月 5日（水）京都リサー
チパークで開催が決定された．引き続き日本糖尿
病学会と日本糖尿病協会の後援を受けることに
なっている．

3．小児科医の糖尿病学会への参加および活動充実に
ついて

1）小児糖尿病委員会へのオブザーバー参加者が日本
小児内分泌学会から地域性も考慮されて推薦され
た：内潟安子評議員，杉原茂孝評議員，藤原幾磨
会員，菊池 透会員，都 研一会員

2）小児科医が糖尿病専門医を取得できる施設の条件
緩和，小児科カリキュラムの作成が行われた．

3）専門医試験問題への小児科枠の設定が要望され
た．

4）小児科医の評議員枠の設定が要望された．
5）小児科医が多く参加する研究会への日本糖尿病学
会からの後援と専門医更新のための参加点数の確
保：平成 24 年度から小児・思春期糖尿病シンポ
ジウムが対象となった．

6）専門医更新のための講義の受講について，小児科
医の参加の機会を増やすために，日本小児内分泌
学会や小児・思春期糖尿病シンポジウムにおける
講義枠も認めてもらうよう要望が出された．

7）CSII の保険点数増加に伴い，小児慢性疾患の適応
を超えた年齢の対象者への助成について検討して
いくこととした．保険点数の増加についての申請
は日本小児内分泌学会からも共同で行われた．
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VI．日本糖尿病協会委員会 委員長 濱口和之
委員会は平成 23 年 5 月 19 日に開催され，直後に日

本糖尿病協会との合同委員会も開催された．担当理事
ならびに各支部の委員により，日本糖尿病協会の活動
との連携を通した患者療養支援につき意見交換がなさ
れた．また，海外，特にアジアや西太平洋地域におけ
る糖尿病療養支援を展開する方法についても，引き続
き検討して行くことを確認した．
1．糖尿病対策推進会議の地区活動状況の把握
前年度の（都道府県別）地区活動報告と当該年度
の予定を回覧した結果，活動状況の質問項目に，
学会と協会の連携について記述する欄を設けるこ
とが提案された．

2．東日本大震災の義援金について（学会・協会合同
委員会）
学会および協会における震災後の対応の経過が報
告され，協会に設置した義援金受付状況，年次学
術集会で集まった支援金を協会の義援金に加える
件を確認した．また，義援金の使途についても委
員間で合意がなされた．

VII．選挙管理委員会 委員長 加来浩平
委員 渥美敏也 鈴木 進 石田 均 榊原文彦

中村直登 澤野文夫 豊永哲至
1．例年同様，本委員会は郵便，e-mail 等を利用して委
員会活動を進めていくこととし，従来の申し合わ
せに従い，理事会推薦の加来浩平委員を委員長と
し，以下の事項を確認した．
24 年度「会長選挙」の手順は前年度「会長選挙手
順」を踏襲し，
・支部からの推薦締切日は平成 23 年 11 月 15 日
（火）とする．
・推薦された方の意思確認は 11 月 22 日（火）ま
でに事務局必着とする．

・理事長への報告は 11 月 25 日（金）までに行う．
・11 月 27 日（日）の定例理事会で，最終候補者
3名を決定する．

・候補者の所信のフォーマットは前年度と同様と
し，平成 24 年 1 月 10 日（火）を締切日とする．

・候補者の所信が提出された後に委員会を開催す
る．

2．平成 24 年 2 月 11 日に委員会を開催し，以降の進
め方について協議検討した．

1）会長選出手順およびこれまでの手順についてそれ
ぞれ確認した．

2）所信の確認
3名の候補者から提出された所信について，内容，
印刷の字体や文字数，行間隔などを検討し，本人

への指摘事項を決定した．
3）今後の手順について
所信の手直し終了後に，規則に則り従来の形で理
事長への報告，会員への周知，学術評議員への所
信の送付等を行うことが確認された．

4）学術評議員会での投票手順の確認について
①開票作業には，会長候補者のいない支部の委員
と，候補者のいない支部から委員長が指名した者，
委員長を含めて合計 8名であたる．今回は北海道
支部，東北支部，近畿支部，および九州支部所属
の出席者から，3名に依頼する．
また，委員に欠席者がある場合は，上記 4支部所
属の出席者の中から追加して依頼する．
②昨年と同様に投票用紙配布直前に会場を閉鎖
し，回収後開放する．このことは，学術評議員へ
候補者の所信を送る際に記載する．
③今回も候補者名を予め投票用紙に記載し，所定
の欄に丸印を付したものを有効とする．
④最多得票者に決定する．同数の場合は学会入会
年月日の早い者とする．
⑤各候補者の得票数は公表する．
⑥迅速に開票作業を行うため，投票用紙を折り曲
げて投票する場合は「横二つ折りまで」とするこ
とを注意事項として通達する．
以上は，議場で予め公表する．

VIII．年次学術集会運営委員会 委員長 春日雅人
2011 年 12 月 11 日（日）に大阪市を訪問し，第 57

回年次学術集会の会場視察を行い，委員会を開催した．

IX．「糖尿病学の進歩」プログラム委員会
委員長 春日雅人

平成 23 年 4 月 9 日に委員会を開催し，第 46 回「糖
尿病学の進歩」を，予定通り平成 24 年 3 月 2～3 日に
盛岡市で開催できることが佐藤譲世話人から報告され
た．プログラムに関しては，「糖尿病学の進歩」は post-
graduate course としての性格をより明確化した観点
から作成することが確認された．また，第 47 回「糖尿
病学の進歩」は住田安弘世話人から平成 25 年 2 月
15～16 日に四日市市で開催される予定であることが
報告された．「糖尿病学の進歩」の開催に際して従来か
ら出版されていた「糖尿病学の進歩」ならびに「糖尿
病の療養指導」の 2冊の書籍については，今後その出
版を中止する方向で合意されているが，その代替案に
ついての検討が不十分の為，第 46 回については書籍と
して出版するとともに，一部の講演に関して e-
learning ならびにDVD化の為に収録を試験的に行う
こととした．
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X．内科系学会社会保険連合
委員 梅田文夫，加来浩平，渥美義仁

本学会が内保連などを通して要望してきた提案のい
くつかが，平成 24 年春の診療報酬改定において認めら
れた．一つは，日本病態栄養学会と協同提案してきた
“糖尿病腎症の進行予防を目的とする腎症病期に応じ
た管理栄養士による食事指導の新設”が，“糖尿病透析
予防指導管理料”（350 点）という形で実現した．厚労省
原案に対して，病態栄養学会と様々要望して発表の形
となった．高医療費の透析治療を，チーム医療で予防
することが求められているので，指導の質を担保し成
果を出すことが本学会の責務である．二つ目は，以前
から提案していた間歇注入シリンジポンプ加算の分割
で，プログラム付きポンプ加算の新設（2,500 点）と，
CSII での確認・調整時の在宅自己注射指導管理料の
新設（1,230 点）である．今回の改定で，これまで医療
費の面でCSII を躊躇していた施設が始めやすくなる．
しかし，今回の改定で，CSII の病院負担は軽減するが，
患者の負担は増す．今後，学会として患者の費用負担
軽減策を提案していく予定である．三つ目は，在宅妊
娠糖尿病患者指導管理料（150 点）の新設である．この
管理料を算定した患者に対しては，非インスリン使用
例であっても血糖自己測定器加算が算定可能となっ
た．
DPC関連は，平成 23 年度診断群分類見直しで（厚労

省）糖尿病関連の班（班長：渥美）を通して，①CGM
を包括から出来高評価へ移行，②副傷病名としての糖
尿病の扱い改善，③糖尿病専門医の周術期管理による
在院日数短縮の評価，などを要望した．

XI．日本医学会に関する報告 評議員 門脇 孝
平成 23 年 4 月 8 日～10 日に東京国際フォーラムで

開催予定であった，第 28 回日本医学会総会は，3月 11
日に発生した東北地方太平洋沖地震の影響により，会
場での講演会・博覧会は中止となった．学術講演・展
示については電子媒体やWEBにて開催された．
平成 24 年 2 月 22 日に第 79 回定例評議員会が開催

された．日本脊椎脊髄病学会，日本緩和医療学会の新
規加盟が承認された．平成 24 年 4 月 1 日から 2年間の
次期役員として，会長に髙久史麿，副会長に清水孝雄，
久道茂，門田守人の各氏が選出された．

XII．国際交流に関する報告 委員長 田嶼尚子
1．委員会の開催
第 1回日本糖尿病学会・日本糖尿病協会合同国
際交流委員会を 2012 年 3 月 3 日（盛岡）で開催
した．

2．平成 23 年度の活動
1）IDF部会
IDF World Diabetes Congress が 2011 年 12 月
4～8 日（Dubai, UAE）に開催された．会期中に開
かれた IDF Board Meeting で役員の改選選挙が
おこなわれ，次々期会長としてのDr. Shaukat
Sadikot（インド）が選出された．Youth Leaders
in Diabetes Programには日本から，堀田優子氏と
石丸吹雪氏を派遣した．今後の活動については選
考委員会を立ち上げ人選することとした．恒例の
Global Village では，日本糖尿病学会は日本糖尿病
協会との合同ブースを設営し，学会として 2012
年に京都で開催される IDF-WPR会議の広報関連
の内容を中心に展示した．
第 9 回 IDF-WPR Congress 2012 が 2012 年 11 月
25 日～27 日（京都）にて開催される．プログラム
内容の最終確認を行っている．
世界糖尿病デー（11 月 14 日）にむけて，実行委員
会を 7月 29 日に開催した．2011 年度は全国約 103
ヵ所（実行委員会に報告があったもの）の建造物
がブルーにライトアップされ，糖尿病対策に関す
るさまざまなイベントが行われた．会計報告は合
同委員会において承認可決された．本企画は 2007
年を第 1回とし 5年間の事業として計画され，本
年度で一応の区切りを迎えたが，次年度も継続し
て活動することで合意した．

2）AASD部会
AASDは 2012 年 2 月 8 日付けで，一般社団法人
アジア糖尿病学会（主たる事務所 東京都文京区
本郷五丁目 25 番 18 号，代表理事 清野裕）とし
て法人登記が完了した．担当に崔金燕（ツイ ジン
エン）事務局員を採用した．
第 3回AASD会議が 2011 年 7 月 22～24 日（北
京）で開催された．MDIA（Molecular Diabetology
in Asia）およびAIBIS（Asian Islet Biology and In-
cretin Symposium）もAASDと同時開催された．
AASD会員数は 2011 年 12 月現在，約 1400 名で，
2012 年度会員更新が進行中である．第 4回AASD
会議は，IDF-WPR Congress がアジア地域内で開
催される場合には同時に開催するという規約によ
り，第 9回 IDF-WPR congress2012 と同時に京都
で開催する．
第 10 回日韓シンポジウム（門脇孝会長）が 2011
年 10 月 21～22 日に東京で開催された．第 2回
AASD常務理事会決定により，本シンポジウムは
今回が最終回となり，今後は，日本糖尿病学会年
次学術集会および韓国秋期糖尿病学会の折に新た
にフォーラムを立ち上げすることが両国で承認さ
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れた．
3）JDI 部会
AASDの機関紙である JDI に対する投稿は順調
に伸びているが，基礎医学分野の投稿が少ない．
この分野の投稿増やインパクトファクターの向上
にむけて注力している．

4）EASD部会
第 47 回 EASD（2011 年 9 月 12～16 日，リスボン）
において，第 2回 East-West Forumシンポジウ
ム：Diabetes：similarities and differences be-
tween East and West（co-Chair：EAM Gale，田嶼
尚子）が行われた．シンポジストとしてヨーロッ
パからK. Borch-Johnsen，日本から植木浩二郎，荒
木栄一の両氏が参加した．500 人をこえる聴衆が
集まり盛況であった．
EASD会期中に，EFSD（European Foundation for
the Study of Diabetes）との会議がもたれた（出席
者：K Sommer EFSD事務局員，Ulf Smith，Ed-
win Gale，植木浩二郎，山内敏正，田嶼尚子）．
EASD側 か ら は，EFSD�JDS Research Fellow-
ships が予算も含めて承認されたこと，2012 年早
春には応募要項をHPにアップする予定であると
の報告があった．JDS側としては，若手研究者の
育成支援活動に関する作業部会（座長：山内敏正）
が設置され，ヨーロッパ側と双方向の短期留学制
度の実施に向けて作業を進めている．EFSD�JDS
留学制度公募に関して，2012 年 1 月に EFSD，糖
尿病学会，糖尿病財団の三者間での合意文書を締
結した．現在，日欧で候補者を公募中（締切 5月
15 日）である．なお，第 55 回年次学術集会会期中
に第 3回 East-West Forumを開催する．

5）ISPAD部会
東日本大震災の影響で開催延期となっていた国際
小児思春期糖尿病学会（ISPAD）主催の Science
School for Physicians（実行委員長 浦上達彦，日
大小児科）が，2012 年 8 月 31 日～9月 5日に京都
で開催される．

XIII．学術調査研究・教育に関する報告
委員長 春日 雅人

委員会を 2011 年 7 月 18 日と 10 月 10 日の 2回開催
し，以下の点が決定された．
1．若手研究奨励賞の細則について改正を行った．
2．「東日本大震災からみた災害時の糖尿病医療体制
構築のための調査研究」（佐藤譲委員長）を承認し
た．

3．「アンケート調査による日本人糖尿病の死因に関
する研究」（中村二郎委員長）を承認した．

4．「糖尿病新診断基準の検証に関する研究」を公募
し，5件の申請があった．書面審査と合議の結果，
伊藤千賀子氏，向井直子氏，福島光夫氏，中神朋
子氏に研究助成費を授与することとした．

5．「日本人 1型糖尿病の成因，診断，病態，治療に関
する研究」（共同委員長：花房俊昭委員長・小林哲
郎委員長）を承認した．

1）糖尿病関連検査の標準化に関する調査検討委員会
Committee on the standardization of diabetes-

related laboratory testing
（開始：2007 年 8 月 19 日） 委員長 柏木厚典
HbA1c（国際標準値）の糖尿病診断への導入：2010

年 7 月 1 日から，糖尿病の新診断基準にHbA1c 値の
表記法の提言がなされ，日常診療では当面HbA1c
（JDS 値）を使用し，論文，国際学会での発表は，
HbA1c（ 国際標準値 ）＝ HbA1c（ NGSP相当値 ）＝
HbA1c（JDS 値）＋0.4 ％ですることが決定された．
2011 年 6 月 10 日より数回にわたり，門脇孝理事長，植
木浩二郎事務局長と柏木が中心に，HbA1c の国際標準
化対応に関して厚生労働省，日本医師会を含む関連団
体と協議し，HbA1c 測定系，表記法は 2012 年 4 月 1 日
から国際標準化対応とし，HbA1c（JDS 値）と二重表
記する．但し特定検診は 2013 年 3 月 31 日まで現在の
HbA1c（JDS 値）を利用して行なうことが決定された．
HbA1c の国際標準化に関する新しい展開～JDS値

からNGSP値へ～：2011 年 10 月 1 日，検査医学標準
物質機構（ReCCS）が，JDS値をきめる我国の標準物
質 JDS Lot4（JCCRM411-2）を用いて，標準測定法であ
るKO500 法で，NGSPのアジア地区基準測定施設
（ASRL）としての認証を取得した．NGSP認証値との
関係式がHbA1c（NGSP）＝1.02×HbA1c（JDS）＋0.25
（小数点以下第二位四捨五入）にて換算できることと
なった．測定誤差 2～3％を考慮すると，従来提示した
NGSP相当値＝JDS値＋0.4 ％の式は臨床的に使用可
能であることが確認された．また新旧HbA1c の区別
は，従来の JDS値はHbA1c（JDS）値，NGSP値は
HBA1c（NGSP）値と記載するが，医療情報処理上 5文
字制限がある場合には，後者を「A1C」と記載してもよ
いとした．ただし，その場合何らかの注釈にてHbA1c
（NGSP）値であることを示すこととした．各種関連学
会，関連機関・団体，患者等へ周知徹底のためのパン
フレットの配布を進めている．
今後の動向：ヨーロッパでは IFCC表記が広がって

いる．今後の我国の課題は，HbA1c 値をその定義に
沿った IFCC値（mmol�molHb）にて表現することを進
めてゆく必要があるが， 当面NGSP値になれたのち，
将来は IFCC値と併記する方向で検討する必要がある
と考えている．更に，血漿インスリン測定の標準化に
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ついても，和歌山医科大学三家登喜夫教授を中心に検
討していただいている．
2）1型糖尿病調査研究委員会（開始：2007 年 12 月

23 日） 共同委員長：花房俊昭
共同委員長：小林哲郎

本委員会は以下のような研究成果を挙げ，当初の目
的を達成したので平成 23 年度で終了する．なお，新し
い委員会として「日本人 1型糖尿病の成因，診断，病
態，治療に関する調査研究委員会」が承認されたので，
平成 24 年度からは新しい委員構成で 1型糖尿病の課
題に引き続き取り組む．
①劇症および急性発症 1型糖尿病分科会（分科会委
員長：花房俊昭）
急性発症 1型糖尿病の診断基準は，最終案を作成
中である．劇症 1型糖尿病 class II HLAの大規模
研究は論文発表を行った（J Diabetes Invest 3 (1):
62-69, 2012）．2型糖尿病に合併した劇症 1型糖尿
病の診断については「糖尿病」に論文が accept
され，掲載予定である．皮膚科学会と合同で行っ
ている薬剤誘発性過敏性症候群（DIHS）合併劇症
1型症例の実態調査については，症例の集積を終
え，論文投稿準備中である．劇症 1型糖尿病の
MRI 所見については 2011 年糖尿病学会年次学術
集会で報告し，現在も継続調査中である．

②緩徐進行 1型糖尿病分科会（分科会委員長：小林
哲郎）
・緩徐進行 1型糖尿病の診断基準を検討合議の
上，成案を得たので論文とすることとなった．
（糖尿病投稿予定）
・委員会施設における糖尿病発症 5年以内例の臨
床像の前向き検討：これまでに 589 例を集積
し，インスリン非依存糖尿病例中に約 10 ％の膵
島関連自己抗体（GAD抗体 and�or IA-2 抗体
and�or IAA）陽性例を認めた．GAD抗体陽性率
は他の抗体と比べて有意に高頻度であった．こ
れらの結果について機関誌「糖尿病」で委員会
報告を行った（糖尿病 54：65-75, 2011）．

・全国調査：現在まで 39 施設の登録を受けてい
る．さらに登録を増やし緩徐進行 1型糖尿病の
実態を明らかにして行く．

③遺伝子解析チーム（チームリーダー：池上博司）
日本人 1型糖尿病の体質を明らかにして，診断・
予防・治療に資する情報を得ることを目的に，3
つのサブタイプ（急性発症，劇症，緩徐進行）の
疾患感受性遺伝子解析の網羅的解析を継続して進
めている．密な SNP（900K）を用いたゲノムワイ
ドのアソシエーションスタディ（GWAS），二次パ
ネルを用いた再現性解析を完了し，有望な SNP

の三次パネルでの検証を進めるとともに，GWAS
データの imputation, HLA層別解析，欧米GWAS
で同定された領域の解析からも複数の新規候補
SNPを抽出し，検証解析を進めている．

3）日本を含めたアジア地域のメタボリックシンド
ロームの臨床像の把握およびその原因の解明に関する
調査研究委員会

委員長 南條輝志男
日本を含めたアジア地域においてメタボリックシン

ドロームの重要性は幅広く認知されているものの，そ
の診断基準においては腹部肥満を必須項目とするかど
うかやウエスト周囲長のカットオフ値について議論が
ある．2009 年に IDFやAHA��NHLBI 等から，腹部肥
満を診断の必須項目とせず，ウエスト周囲長のカット
オフ値に関しては国・地域や民族ごとに異なる値が設
定されることを容認する声明が発表された．特に，我
が国では日本人のエビデンスに基づきウエスト周囲長
のカットオフ値を男性 85 cm・女性 90 cmとしている
が，IDFでは一律にアジア地域におけるウエスト周囲
長のカットオフ値を男性 90 cm・女性 80 cmとしてい
る．
本委員会では我が国の施設に加え，モンゴル・韓国

の施設からも身長・体重・ウエスト周囲長・服薬情報
と心血管イベントのリスクファクター（血糖高値・血
圧高値・脂質異常）に関するデータを収集した．ウエ
スト周囲長とBMI との関連，ウエスト周囲長とリスク
ファクター数の関連，ウエスト周囲長とリスクファク
ター集積の関連などについて，統一した方法により解
析を実施した．
平成 23 年度を以て本調査研究委員会の活動を終了

するが，これら解析結果を踏まえ，日本を含めたアジ
ア地域におけるメタボリックシンドロームの臨床像な
らびにウエスト周囲長のカットオフ値の設定に関する
調査研究報告を発表する予定である．
4）アンケート調査による日本人糖尿病の死因に関す

る研究委員会 委員長 中村二郎
委員：羽田勝計，稲垣暢也，谷澤幸生，荒木栄一，

植木浩二郎，中山健夫，神谷英紀
メールによる持ち回りの委員会を通して，最終的な

アンケート用紙の内容が確定し，ホームページからの
Web入力用システムを作成中である．過去 5年間の年
次学術集会において演題登録のあった施設データを入
手することができ，Web入力用システム完成を待って
アンケート調査の依頼を開始する予定である．
5）東日本大震災からみた災害時の糖尿病医療体制構

築のための調査研究委員会
委員長 佐藤 譲

委員：佐藤 譲（岩手医大），横野浩一（神戸大），
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片桐秀樹（東北大），渡辺 毅（福島医大），
八幡和明（長岡中央綜合病院），高橋和眞（岩
手医大），石垣 泰（東北大），佐藤博亮（福
島医大），土屋陽子（岩手県立大学），安藤里
恵（岩手県立大学），小坂未来（事務局），清
水裕子（事務局）

＜研究経過＞
本研究班は将来の災害に備えた糖尿病医療の緊急時

さらには中長期的支援対策を構築することを目的に
2011 年 5 月に発足した．具体的には東日本大震災の被
災 3県（岩手，宮城，福島）の被災糖尿病患者と医療
従事者（医師，看護師，栄養士，薬剤師，医療支援チー
ム）を対象に東日本大震災が糖尿病および糖尿病医療
に及ぼした影響について調査し，それに基づいて糖尿
病に関する災害時対応マニュアルを作成することを最
終目標にしている．
平成 23 年 9 月 4 日に第 1回委員会（仙台）を開催し，

糖尿病患者および医療従事者向けのアンケート用紙に
ついて議論し，完成させた．
平成 23 年 11 月 3 日までに 1,181 の病院・診療所

（内科）（岩手 493，宮城 665，福島 724），1,161 の院外薬
局（岩手 291，宮城 1,079，福島 61），298 の災害派遣チー
ム（岩手 194，宮城 70，福島 34）にアンケート用紙を発
送し，平成 24 年 1 月 6 日までに回収した．回収率は医
師（12 ％），看護師（7.2 ％），病院薬剤師（4.2 ％），院
外薬局（44.6 ％），栄養士（3.9 ％），災害派遣チーム
（33.2 ％）であり，患者 2,094 人を含む計 3,432 の回答を
得た．
アンケート内容は委員が分担して解析した．平成 24

年 4 月 15 日に第 2回委員会（仙台）を開催し，アンケー
ト解析結果について発表，討論した．その後の方針に
ついて以下の合意を得た．
今後の方針：（1）研究報告書の作成：アンケート内

容と解析結果の全データを記録した報告書（小冊子）を
作成する．（2）糖尿病学会誌「糖尿病」に研究報告の要
点をまとめて投稿する．（3）糖尿病に関する災害時対応
マニュアルの作成：アンケート調査結果を参考に糖尿
病患者および医療従事者向けの糖尿病に関する災害時
対応マニュアルを作成する．

XIV．平成 24 年度坂口賞および学会賞に関する報
告
1．坂口賞は，名和田新氏，原納優氏に授与する．
2．学会賞審査委員会（委員長 仁木 厚）を平成 24
年 1 月 14 日に開催し，各受賞者を選出した．

1）平成 24 年度ハーゲドーン賞
田嶼 尚子（東京慈恵会医科大学）
「小児期発症 1型糖尿病の予後に関する国際共同

疫学研究」
2）リリー賞
・柴崎忠雄（神戸大学大学院医学系研究科細胞分
子医学）
「インスリン分泌における cAMPセンサー
Epac2Aの機能とその役割の解明」

・松岡孝昭（大阪大学大学院医学系研究科内分
泌・代謝内科）
「糖尿病状態における膵 β細胞機能障害の分子
機構の解析」

XV．学会認定事業に関する報告
1．専門医認定委員会 委員長 谷澤幸生
委員会は小委員会も含め 8回開催された．平成 23

年度の専門医試験は 289 名が受験し，265 名（合格率
92 ％）が合格した．研修指導医は 68 名（随時審査も含
む），認定教育施設は 18 施設（無床 1施設含む），教育
関連施設 14 施設，連携教育施設 2施設が新たに認定さ
れた．更新は専門医 642 名・研修指導医 230 名・認定
教育施設 99 施設であった．更新辞退者 34 名（退会者
19 名含）があり，平成 24 年 4 月における専門医数は
4568 名，研修指導医 1511 名，認定教育施設 613 施設
（無床 8施設含），教育関連施設 35 施設，連携教育施設
（小児科）5施設である．
2012 年度から専門医更新のため指定講演聴講が義

務づけられるにあたり，その準備を進めている．専門
医全員に再度案内を送付することとした．WGを中心
にカリキュラムの改訂を進めている．それに伴い，
チェックリストの改訂を行った．同時に，教育施設の
在り方についての検討を開始した．

2．専門医試験委員会 委員長 荒木栄一
平成 23 年 5 月 19 日，第 35 回試験委員会を開催し，

第 22 回専門医試験の試験方法と出題問題の作成分担，
口頭試験担当者，試験監督担当者を決めた．8月 7日に
委員長，数名の委員により試験問題のチェックを行い，
9月 25 日に委員全員で試験問題の選定を行った．第 22
回専門医試験は，平成 23 年 10 月 23 日，都市センター
において実施した．受験者には昨年同様，事前に一部
出題範囲・面接での評価について公表し，選択問題も
マークシート方式で実施した．面接試験に関しては，
昨年専門医認定委員会との合同WGで作成した面接
試験採点要項を使用して行った．
受験者は 289 名で， 11 月 6 日に合否判定案を決定，

11 月 20 日専門医認定委員会に報告，265 名の合格（合
格率 92 ％）が承認された．今年度も希望のあった受験
者に対し成績の開示を行なった．
第 23 回（平成 24 年度）の試験は平成 24 年 10 月 28

日（日）東京国際フォーラムにて，第 24 回（平成 25
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年度）の試験は平成 25 年 10 月 27 日（日）都市センター
にて実施を予定している．

XVI．分科会に関する報告
日本糖尿病合併症学会 幹事長 羽田勝計

日本糖尿病学会の分科会である日本糖尿病合併症学
会では，第 26 回日本糖尿病合併症学会年次学術集会
を，川上正舒会長（自治医科大学附属さいたま医療セ
ンター）の下，平成 23 年 10 月 14，15 日の 2日間，大
宮ソニックシティにて開催した．
年次学術集会は，シンポジウム 6題，そして一般演

題は例年通り全てワーク・ショップ形式で行われた．
市民公開講座も 10 月 15 日に開催された．本学会が設
けた学会賞各賞の受賞者は以下の各先生である．Out-
standing Foreign Investigator Award は Alan Chait
先 生（Nutrition Obesity Research Center），Distin-
guished Investigator Award は河盛隆造先生（順天堂
大学スポートロジーセンター），Expert Investigator
Award は柏木厚典先生（滋賀医科大学医学部附属病
院），Young Investigator Award は太田嗣人先生（金沢
大学フロンティアサイエンス機構），矢作直也先生（筑
波大学大学院 内分泌代謝・糖尿病内科），小川大輔先
生（岡山大学大学院 糖尿病腎症治療学），久米真司先
生（滋賀医科大学内科学講座）に贈呈され，受賞講演
が行われた．
第 27 回日本糖尿病合併症学会年次学術集会は，梅田

文夫会長（行橋中央病院）の下，平成 24 年 11 月 2，3
日の 2日間，第 18 回日本糖尿病眼学会（杏林大学 石
田均会長）と合同で，福岡市，アクロス福岡にて開催
されることが決定している．学会の機関誌「糖尿病合
併症」は抄録号を含め 3回発行された．

XVII．糖尿病総合対策への取り組みに関する報告
理事長 門脇 孝

2011 年 12 月 21 日に開催された日本糖尿病対策推
進会議第 13 回幹事会において，HbA1c の NGSP 値へ
の変更の方針を述べて了解を得，4月 1日の変更に向
けて啓発活動を行うことが了承された．また，同第 6
回WG会議が 10 月 13 日に開催され，糖尿病に関する
尿中アルブミン実態調査に関し，報告のとりまとめお
よび共有データベースの利用規定等について検討し
た．

1．「対糖尿病戦略 5ヵ年計画」作成委員会
委員長 岩本安彦

委員：渥美義仁，荒木栄一，稲垣暢也，植木浩二郎，
佐倉 宏，谷澤幸生，野田光彦，花房俊昭，
羽田勝計

委員会：開催なし
本委員会は平成 22 年 5 月，「第二次対糖尿病戦略 5

ヵ年計画」を策定・発表し，それに基づくアクション
プランDREAMSが発表された．現在，委員会としての
活動は行われていない．

2．「健康日本 21」の糖尿病対策検討委員会
委員長 伊藤千賀子

1）委員会：1回開催した（平成 24 年 3 月 20 日（祝
日））

2）委員会活動
3月 20 日に委員全員が出席して以下の 2点を検討

して実施に移すこととした．
・糖尿病対策推進会議 地区担当者連絡会について
検討

糖尿病対策について各県でどのように実施されてい
るかを討議することは糖尿病対策推進会議の活動とし
て極めて重要と思われるので，引き続き実施する．日
時は 5月 18 日 10 時 30 分―12 時，パシフィコ横浜にて
実施予定．司会は佐藤譲委員と土井邦紘委員が担当．
熊本県のねんりんピックに合わせて行われたイベン
ト，富山県の石橋修先生，滋賀県の前川聡先生，岐阜
県の戸谷理英子先生からの報告を受けて糖尿病対策推
進会議の地域活動の在り方を討議する．
・「糖尿病治療のエッセンス」の改訂に関して討議さ

れた．2011 年 12 月 21 日（水）に日本医師会館で開催
された日本糖尿病対策推進会議の幹事会で，改訂版作
成については承認されている．2012 年度からHbA1c
（JDS）がHbA1c（NGSP）に変更されることもあって
この周知を図ることは極めて重要との認識で一致し
た．また，インクレチン関連薬が予想以上に使用され
ているので，これらについても詳細に記載する必要が
ある．出版は今年の秋を予定し，費用は日本医師会が
負担することで承認された．出版先は前回と同じ文光
堂に依頼する．
改訂作業の担当は項目別に分担した．病診連携が小

林委員，診断は森川委員，吉岡委員，食事療法・運動
療法は西村委員，内服治療とGLP-1 受容体作働薬は井
口委員，野田委員，インスリンは佐藤委員，山田委員，
合併症は大澤委員，土井委員と担当を分けた．なお，
歯周病についてもう少し詳しく書く必要があるとの意
見であった．
HbA1c は HbA1c（NGSP）を主にし，HbA1c（JDS）

は字を小さく，色を変えるなどして表記する．
合剤（配合薬）の扱いは，詳細は書かないで簡単な

記述に留める．今年末に出る薬も経口薬の後ろに付記
する．食事療法では糖尿病腎症を追加して少し詳しく
記述する．カーボカウントは入れない．
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non-HDLコレステロールについて記載する．妊娠や
高齢者糖尿病について少し詳しく記載．
今後の予定は 6月 20 日を締め切りとして各委員か

ら原稿を提出いただき，6月 24 日（日）13 時―16 時に
委員会を開催して検討する．

3．糖尿病データベース構築委員会
委員長 田嶼尚子

1）糖尿病データベース構築委員会を平成 23 年 8 月
13 日，平成 24 年 3 月 2 日に，研究調整委員会を平
成 23 年 5 月 21 日，10 月 14 日，平成 24 年 3 月 2
日，3月 4日に開催した．定期的な打ち合わせ会議
は，月 2回の頻度で JDCP Study 研究委託業者と
継続して開催している．JDCP Study News Letter
8 号，9号を発行し，参加施設に送付した．

2）平成 23 年度の研究重点項目は，①本登録数の確
定とデータクリーニング 100 ％の達成，②地域別
研究リーダーの支援による回収率 90 ％以上の達
成のためのアプローチの検討，③各ワーキンググ
ループの活動の推進，④データの取り扱い・論文
化とした．

3）平成 24 年 2 月 29 日現在の本登録数は 6,439 名，
1年後の追跡終了 5,604 名（87.0 ％），2年後の追跡
終了 4,624 名（71.8 ％），3年後の追跡終了 3,443
名（58.7 ％）に達した．特に，3年後の追跡率の向
上が大きい．データクリーニングは，2年後の追跡
終了症例，口腔検査報告書，IPAQデータについて
終了した．

4）各ワーキンググループに連絡し，イベント発生の
判定および解析に向けた作業を開始した．平成 24
年 3 月 31 日をもって，日本糖尿病学会とシミック
社との契約提携は終了した．平成 24 年 4 月 1日か
らは，公募により決定した（株）フレキシブル（石
原吉浩代表）に研究業務の一部を委託することに
なった．

XVIII．各種委員会
1．糖尿病治療ガイド編集委員会

委員長 荒木栄一
委員会開催 3回：平成 23 年 9 月 25 日（於：東京），

平成 23 年 12 月 23 日（於：東京），
平成 24 年 3 月 2 日（於：盛岡）

1）委員と委員長の交替について：
岩本安彦先生，柏木厚典先生，田嶼尚子先生，南條

輝志男先生に替わり，稲垣暢也先生，谷澤幸生先生，
中村二郎先生，綿田裕孝先生が委員に就任した．これ
に伴い委員長も交代した．
2）「糖尿病治療ガイド 2010」の発行部数と売上状

況：
平成 22 年 8 月に発行した「糖尿病治療ガイド 2010」

の本年度（平成 23 年 4 月～平成 24 年 3 月末）の発行
部数は 1万部，売上部数は 18,793 部．累計発行部数は
15 万部，本年度末現在の累計売上部数は 140,265 部で
ある．
3）「糖尿病治療ガイド 2010」の改訂について：
特に（1）HbA1c の国際標準化への対応，（2）本学会

の他の出版物および他の学会のガイドラインとの整合
性，（3）新たに登場した治療薬への対応，などに重点を
置いて見直しを図った．
（1）に関して，本年 4月 1日からHbA1c の表記法が
変更されることとなったのを受けて，本書の記述を新
しい表記法に全面改訂するとともに，4月中に「糖尿病
治療ガイド 2012-2013」を発行することとした．（2）に
関しては，高血圧の治療方針や，脂質異常症の管理に
関する non-HDLコレステロールの導入，などの改訂
を行った．（3）に関しては，「糖尿病治療ガイド 2010」発
行以降に上市された薬剤を含め，できる限り最新の薬
剤情報を取り入れた．
これらに加えて，「東日本大震災から見た災害時の糖

尿病医療体制構築のための調査研究委員会」の佐藤讓
委員長のご協力を得て，災害への備えと災害時の対応
についての項目を追加したほか，本学会の学術評議員
の先生方や日本医師会，日本歯科医師会からのご意見
を基に必要な修正を加えた．

2．インターネット委員会 委員長 田嶼尚子
1）平成 23 年度インターネット委員会を平成 23 年 5
月 20 日（札幌）および平成 24 年 3 月 2 日（盛岡）
開催した．

2）日本糖尿病学会ホームページのリニューアルにつ
いて検討し，以下について合意した．

①現在用いているCMSシステムは旧式で，使いや
すさの面で限界があることのみならず，保守機能に問
題が生じている．また，日本糖尿病学会の法人化にあ
たり大幅な内容の変更があるので，タイミング好都合
である．さらに，バージョンアップが可能になるため，
会員にとって見やすい画面を提供できる．以上から，
最新の保守が確保できる PHP5 に変更する．
②トップページのデザインやレイアウトなども刷新

する方向で検討中である．リニューアルにあたりアク
セスログの解析を行ったところ，アクセス回数が多
かったのは，専門医検索，科学的根拠に基づく糖尿病
診療ガイドライン，学術集会・イベント，専門医認定
制度，お知らせ，糖尿病学会について，の順であった
（平成 22 年 9 月～平成 23 年 8 月）．バナー広告掲載を
希望する企業が増えてきているため，掲載の基準につ
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いては他学会のホームページを参考にし，継続審議と
する．
③日本糖尿病学会学会員の名簿は「オンライン名簿」

に変更する方向であるが，その方式について検討を開
始した．
④支部ホームページも同時に刷新する．
⑤英文ホームページの刷新を図るため，業者の変更

も視野に入れて委託業者を公募する．
3）各支部のホームページの更新業務は支部委員が
行ってきたが，その業務負担が大きいこと，予算
に余裕があるため，今後は本部が一括して杏林舍
に作業を依頼することとした．

4）学会誌「糖尿病」のオンラインジャーナルは，平
成 24 年 4 月現在，55 巻 3 号までが掲載されてい
る．また，第 47 巻（平成 16 年）以前の冊子はアー
カイブで一般公開されている．

5）平成 20 年以来 3年間にわたり，日本医療情報学
会との合同シンポジウムが開催されて，インター
ネット委員会委員が中心となって活動してきた．
平成 23 年度からは両学会による合同常置委員会
を設置することになり，準備のため古賀龍彦委員
が選出された．合同常置委員会は「糖尿病の情報
化に関する合同委員会（田嶼尚子委員長：日本糖
尿病学会，中島直樹副委員長：日本医療情報学会」
と命名され，委員会を 2回（平成 23 年 8 月，平成
24 年 1 月）開催し，糖尿病診療のためのミニマム
項目の策定，内閣官房「どこでもMY病院糖尿病
手帳作業部会」等で活動した．

3．糖尿病性腎症合同委員会 世話人 羽田勝計
平成 23 年度には 2回の委員会（第 33 回：6月 18

日，横浜グランドインターコンチネンタルホテル，第
34 回：12 月 4 日，ベルサーレ神田）を開催し，下記議
論を行った．
1）新しいCKD重症度分類について
2）糖尿病性腎症の食事療法の基準について
3）糖尿病対策推進会議ワーキンググループ：「尿ア
ルブミン測定の実態」に関する調査についてなど．

尚，「新しいCKD重症度分類」に関しては，日本腎臓
学会側と意見の集約が必要と考え，平成 24 年 1 月 24
日に臨時合同委員会を行った．その結果，糖尿病は他
の疾患とは別項にして頂くことで，意見の一致をみた
（添付）．
また，第 34 回委員会の席上，日本透析医学会委員よ

り，「透析患者の糖尿病治療ガイドライン」の目次のみ
が突然提示された．本来この様な件を議論するため，
日本透析医学会から委員が派遣されていることより，
日本透析医学会秋澤理事長に文書で抗議し，内容をお

送り頂いた．本ガイドラインに関しては，理事，監事，
幹事，糖尿病性腎症合同委員会委員，「糖尿病治療ガイ
ド」編集委員，「科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイド
ライン」委員会の該当箇所の委員，「糖尿病専門医研修
ガイドブック」編集委員，からコメントを求め，日本
腎臓学会のコメントと共に，4月 9日日本透析医学会
に送付し，大幅な訂正を求めている．

4．移植関係学会合同委員会膵臓移植中央調整委員
会・臓器移植関連学会 協議会報告

1）移植関係学会合同委員会・膵臓移植中央調整委員
会 委員長 谷口 洋

①第 30 回移植関係学会合同委員会が平成 23 年 9 月
6 日に開催され，i．臓器の移植に関する法律改正後の
状況として，（イ）平成 23 年 4 月に小児から臓器提供が
行われたこと，（ロ）家族の同意による提供が可能と
なったため全体の臓器提供件数が増加していると考え
られる旨厚生労働省から報告された．ii．腎臓移植の適
応が「確実に進行性慢性腎臓病で 1年以内に腎代替療
法導入の見込まれる（急激な悪化が予測される急速進
行性腎炎などを除く）透析導入前の腎不全患者」にも
拡大されることが承認された．iii．脳死肝臓移植実施
施設として岩手医科大学附属病院，脳死小腸移植実施
施設として旭川医科大学病院，自治医科大学附属病院，
国立成育医療研究センター，熊本大学医学部附属病院，
心肺同時移植実施施設として東北大学病院がそれぞれ
新たに承認された．iv．心臓レシピエント適応基準を
「65 歳未満が望ましい」へ変更する改訂が承認された．
②平成 23 年度膵臓移植中央調整委員会が平成 23 年

10 月 4 日並びに平成 24 年 3 月 9 日に開催され，i．平
成 24 年 2 月 29 日現在の膵臓移植希望者申請書類受付
は 484 件（うち膵腎同時移植は 414 件，膵単独移植は
70 件），ネットワーク登録済みは 388 件（うち 125 件死
体膵移植済み，5件生体膵移植，35 件待機中死亡，26
件取り消し），登録中は 197 件（うち膵腎同時移植は
152 件，膵単独移植は 45 件）であることが報告され，
ii．膵臓移植実施施設認定委員会を立ち上げ施設認定
に関する検討をすること，iii．膵臓移植実務者委員会
を日本膵・膵島移植研究会の中に含めた形で行うこと
が承認された．
③「亡くなられた方からの臓器移植のレシピエント

適応評価委員会の位置づけについての意見交換会」が
平成 23 年 12 月 4 日に開催され，各臓器の委員会にお
ける i．事務的仕事量の指数関数的増加，ii．経済的裏
付けの欠如，iii．訴訟に対する支援体制の欠如が共通
の問題点として認識され，厚生労働省に伝達し，要望
を述べることにした．
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2）第 16 回臓器移植関連学会協議会
世話人 岩本安彦

第 16 回臓器移植関連学会協議会は，平成 23 年 9 月
10 日，東京ステーションコンファレンスに日本移植学
会理事長，日本救急医療財団理事長，日本臓器移植ネッ
トワーク専務理事，厚労省臓器移植対策室長，厚生科
学審議会専門委員会委員をはじめ，関連学会代表約 40
名が参加して行われた．
「改正法 1年を迎えて」を主要テーマに，日本におけ
る心，肺，肝，腎，膵，小腸の各臓器移植の実施の現
状が発表された．膵移植に関しては剣持敬先生（千葉
東病院）から，日本におけるこれまでの膵移植の実績
と，改正後の移植症例数の増加について報告された．
討論では，「改正法下における臓器提供の現状と問題
点」「臓器提供・移植における麻酔科医の役割と問題
点」「改正法下における移植臓器のあっせん」について
の報告をもとに活発な論議が行われた．

5．糖尿病学用語集編集委員会 委員長 石塚達夫
委員会は平成 23 年 2 月 6 日（日）から開催されてい

ない．
平成 23 年 4 月にようやく第 3版発行に至った．2007

年 5 月から引き継ぎ，用語集改訂に 9名の委員ととも
に，3年 11 ヶ月を経て発行した．古くなった用語や糖
尿病学に直接関連しない用語は削除し，英和編 7,019
語，和英編 6,929 語，略語編 975 語，解説を付した用語
809 語ですべて増加した．今後とも利用者各位からご
意見を伺う為に，アンケート作業からの開始となる．

6．専門医取得のための研修ガイドブック作成委員会
委員長 中村二郎

「改訂第 5版」の刊行（2012 年 5 月 11 日予定）に向
けて，最終校正の段階に入っている．また，糖尿病専
門医研修カリキュラム改訂版の完成を待って，「改訂第
6版」（全面改訂）の 2013 年 5 月刊行を目指して作業を
進める予定である．

7．学術調査研究等倫理審査委員会
委員長 谷澤幸生

アンケート調査による日本人糖尿病の死因に関する
研究委員会，中村二郎委員長より「アンケート調査に
よる日本人糖尿病の死因に関する研究」について，東
日本大震災調査研究委員会の佐藤譲委員長より「東日
本大震災から見た災害時の糖尿病医療体制構築のため
の調査研究」についてそれぞれ審査の依頼があった．
また，1型糖尿病調査研究委員会の共同委員長，花房俊
昭委員長・小林哲郎委員長より，すでに当委員会の承
認を受けて実施中である「1型糖尿病関連遺伝子群の

多施設共同研究」について内容の一部変更（研究期間
の延長）について審査依頼があった．
それぞれについて倫理委員会で持ち回り審議を行

なった結果，2つの新規研究計画，ならびにひとつの研
究計画について内容の一部変更を承認した．

8．科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドライン策定
委員会 委員長 羽田勝計

「科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドライン
2010」に続き，同 2013 を発刊すべく準備を行った．委
員（執筆者）および査読者の約半数に交代して頂き，
平成 23 年 10 月 16 日（日）に，第 1回委員会を開催し
た．今回は，主に 2011 年 12 月までのエビデンスを中
心に，それ以降のエビデンスは査読中に加えることと
し，2013 年 5 月の年次学術集会を発行の目標とするこ
ととした．また，査読の統一化を図るため，査読委員
会を平成 24 年 3 月 4 日（日）に開催した．さらに，本
ガイドラインのホームページへの掲載を検討してい
る．
尚，英語版の発行に関しては，田嶼理事を中心にご

検討いただくこととなった．

9．将来計画委員会 委員長 羽田勝計
第 9回将来計画委員会を，平成 23 年 10 月 21 日，ヒ

ルトン東京ベイにて開催し，「日本糖尿病学会アクショ
ンプラン 2010（DREAMS）」実現に向けた議論を行っ
た．その結果，下記を理事会に提案することとした．
尚，第 10 回委員会は平成 24 年 4 月 19 日に開催した．
・優秀論文賞を設ける（Research to Cure：研究推

進と人材育成）

10．パブリックリレーションズ委員会
委員長 加来浩平

委員：渥美義仁，植木浩二郎，小田原雅人，春日雅
人，河盛隆造，田嶼尚子，寺内康夫，戸辺一
之，濱野久美子，松田昌文，吉岡成人（50
音順）

パブリックリレーションズ委員会は，今年度の委員
会開催はありません．

11．利益相反委員会 委員長 加来浩平
委員：岩本安彦，岩崎直子，梅田文夫，小泉順二，

寺内康夫，前川聡，山根公則，
山田雅康（顧問弁護士）（50 音順）

日本内科学会による利益相反に関する共通指針の改
訂に伴い，平成 24 年 4 月 8 日に委員会を開催し，一般
社団法人日本糖尿病学会「利益相反（COI）に関する指
針」（Policy of Conflict of Interest in Japan Diabetes So-
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ciety）および同指針の細則の見直しを行い，一部修正
を加えた．英文誌「Diabetology International」編集委
員会により策定された，同誌投稿者の利益相反自己申
告書（COI Self-Report Form）を承認した．また，同誌
投稿者向けに，「利益相反（COI）に関する指針」および
同指針の細則の改訂版について，英語翻訳版を作成す
ることとした．

12．定款・細則検討委員会 委員長 加来浩平
委 員：河盛隆造，羽田勝計，富永真琴，岩本安彦，

寺内康夫，中村二郎，井口登与志
事務局：山田雅康弁護士，久保まゆみ会計士，植木

浩二郎事務局長
定款・細則検討委員会は，今年度の委員会開催はあ

りません．
なお，第 54 回総会後に，内閣府公益認定等委員会事

務局より，新定款の文言について一部修正が必要な旨
の指摘があり，その後の理事会において協議を重ね，
平成 24 年 4 月 1 日付けでの一般社団法人への移行完
了後，新定款第 6条 2項ほか 8件，新細則第 41 条につ
いて修正を行うこととした．

3．「糖尿病学の進歩」開催について
第 48 回「糖尿病学の進歩」
会 期 平成 26 年 3 月 7日（金）・8日（土）（予定）
会 場 札幌コンベンションセンター（予定）
世話人 吉岡成人（NTT東日本札幌病院 糖尿

病内分泌内科）
※ 第 49 回「糖尿病学の進歩」の開催支部が中

国・四国支部に決定した．

4．平成 23年度収支決算に関する件（羽田理事）
定時社員総会で審議の上，23 年度収支決算書が承認

可決された．（本号 p531～p556）．

5．平成 25年度事業計画および収支予算に関する件
（加来理事・羽田理事）

定時社員総会で審議の上，平成 25 年度事業計画およ
び収支予算が承認可決された．（本号 p557～p576）．

6．名誉会員の推薦に関する件
理事会が推薦した河盛隆造会員，牧野英一会員の 2

名が定時社員総会において承認された．

7．学術評議員（理事会推薦）の承認に関する件
旧細則第 16 条において規定されていた，理事会が推

薦する学術評議員候補者については，本年 4月 1日よ
り一般社団法人に移行したことに伴い新定款が適用さ

れ，定款第 39 条第 2項に従い，学術評議員は選挙に
よって選出することとなったため，今回から理事会推
薦の学術評議員候補者は制度そのものがなくなった．

8．次々会長（第 58回学術集会）の選任に関する件
学術評議員会にて投票により第 58 回会長に谷澤幸

生会員が選出され，定時社員総会において承認された．

9．第 56回年次学術集会に関する件
平成 25 年 5 月 16・17・18 日の 3日間，ホテル日航

熊本，熊本市民会館，熊本県民交流会館パレア，熊本
ホテルキャッスルほか（熊本市）において開催の予定
である．

10．理事および監事の承認に関する件
各支部および理事会から推薦された 18 名の理事候

補者と学術評議員会から推薦された 2名の監事候補者
の就任が承認された．
1．理 事

北海道支部 羽田 勝計 旭川医科大学内科学講座（病
態代謝内科学分野）

東北 佐藤 讓 岩手医科大学医学部内科学講
座糖尿病代謝内科分野

関東甲信越

渥美 義仁 東京都済生会中央病院糖尿病
臨床研究センター

植木浩二郎 東京大学大学院医学系研究科
代謝栄養病態学（糖尿病・代
謝内科）

宇都宮一典 東京慈恵会医科大学糖尿病・
代謝・内分泌内科

春日 雅人 国立国際医療研究センター
門脇 孝 東京大学大学院医学系研究科

代謝栄養病態学（糖尿病・代
謝内科）

中部

古家 大祐 金沢医科大学糖尿病・内分泌
内科学

中村 二郎 愛知医科大学医学部内科学講
座糖尿病内科

近畿

稲垣 暢也 京都大学大学院医学研究科糖
尿病・栄養内科学

清野 進 神戸大学大学院医学研究科内
科学講座糖尿病・内分泌内科
学

難波 光義 兵庫医科大学内科学・糖尿病
科

横野 浩一 神戸大学大学院医学研究科老
年内科学

中国・四国

加来 浩平 川崎医科大学糖尿病・代謝・
内分泌内科学講座

谷澤 幸生 山口大学大学院医学系研究科
病態制御内科学分野
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山田祐一郎 秋田大学大学院医学系研究科内分泌・代
謝・老年医学

綿田 裕孝 順天堂大学大学院代謝内分泌内科学

九州

荒木 栄一 熊本大学大学院生命科学研究
部総合医薬科学部門
生体機能病態学講座代謝内科
学分野

井口登與志 九州大学先端融合医療レドッ
クスナビ研究拠点

理事会推薦 清野 裕 関西電力病院

以上 18 名

2．監 事

以上 2名

11．インターネット委員会委員および「Diabetol-
ogy International」編集委員会委員の交代に関
する件

任期満了に伴い各委員会の委員が交代することと
なった．また，委員の支部移動により「Diabetology In-
ternational」編集委員会委員 1名が交代することと
なった．

1．インターネット委員会（2012 年度～2015 年度）

北海道支部 柳沢 克之 市立札幌病院糖尿病代謝内科
近藤 琢磨 北海道大学医学部第二内科

東北
田村 明 太田西ノ内病院糖尿病科
金子 慶三 東北大学医学部分子代謝病態

学分野

関東甲信越

目黒 周 慶應義塾大学医学部腎内分泌
代謝内科

横田 太持 東京慈恵会医科大学内科学講
座

中部 住田 安弘 三重大学保健管理センター
中島英太郎 中部労災病院代謝内分泌内科

近畿

濵崎 暁洋 京都大学大学院医学研究科糖
尿病・栄養内科学

河盛 段 大阪大学医学部内分泌・代謝
内科学

中国・四国

谷澤 幸生 山口大学大学院医学系研究科
病態制御内科学

蛭川 英典 川崎医科大学附属病院糖尿病
内分泌内科

九州 三村 和郎 福岡市医師会成人病センター
古賀 龍彦 原土井病院内科

※今回改選の委員のみ掲載

2．「Diabetology International」編集委員会（2012 年
度～2015 年度）

北海道支部 安孫子亜津子 旭川医科大学内科学講座病
態代謝内科学分野

東北 大門 真 山形大学医学部第三内科

関東甲信越

宇都宮一典 東京慈恵会医科大学糖尿病・
代謝・内分泌内科

春日 雅人 国立国際医療研究センター研
究所

島田 朗 東京都済生会中央病院内科

中部 戸邉 一之 富山大学医学部第一内科

近畿
若﨑 久生 和歌山県立医科大学附属病院

第一内科
宇津 貴 滋賀医科大学内科学講座

中国・四国 松久 宗英 徳島大学糖尿病臨床・研究開
発センター

九州 中島 直樹 九州大学医学部附属病院医療
情報部

※今回改選の委員のみ掲載

3．委員の交代
新任 退任

「Diabetology International」
編集委員会

原田範雄 藤本新平

※藤本委員の支部移動に伴う交代．

12．「糖尿病学の進歩」プログラム委員会について
細則第 48 条④により，下記の様に決定された．
「糖尿病学の進歩」プログラム委員会
第 46 回「糖尿病学の進歩」世話人 佐藤 譲
第 47 回「糖尿病学の進歩」世話人 吉岡 成人
第 55 回会長 渥美 義仁
第 56 回会長 荒木 栄一
学術調査研究・教育担当常務理事 春日 雅人

13．学会後援について
申し込みのあった 7件を後援することとした．

1．第 29 回糖尿病Up・Date 賢島セミナー
平成 24 年 8 月 25 日～26 日

2．第 5回 JSDEI セミナー「糖尿病―栄養と口腔保健
の推進セミナー」 平成 24 年 4 月 22 日

3．第 12 回日本先進糖尿病治療研究会
平成 24 年 12 月 1 日

4．2012 年度全腎協全国大会 in おかやま
平成 24 年 5 月 20 日

5．HbA1c 認知向上運動 2012
○メディアフォーラム 平成 24 年 4 月 6 日
○東京会場イベント 平成 24 年 6 月 2 日
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○徳島会場イベント 平成 24 年 7 月 8 日
6．第 24 回分子糖尿病学シンポジウム

平成 24 年 12 月 8 日
7．「メタボリックシンドローム撲滅運動キャンペー
ン」 平成 24 年 5 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日

以上 文責 庶務担当常務理事 加来浩平
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一般社団法人 日本糖尿病学会事業計画
（平成 25年 4月 1日～平成 26年 3月 31日）

Ⅰ．糖尿病に関する調査及び研究（定款第 5条 1）
1．糖尿病関連検査の標準化に関する調査検討
2．糖尿病新診断基準の検証に関する研究
3．アンケート調査による日本人糖尿病の死因に
関する研究

4．日本人 1型糖尿病の成因，診断，病態，治療に
関する調査研究

5．東日本大震災からみた災害時の糖尿病医療体
制構築のための調査研究

Ⅱ．糖尿病に関する学術講演会，討論会及び研究会の
開催（定款第 5条 2）
1．第 56 回年次学術集会
会 期 平 成 25 年 5 月 16 日（木）～5月 18

日（土）
会 場 ホテル日航熊本，熊本市民会館，熊本

県民交流会館パレア，熊本ホテル
キャッスルなど

会 長 荒木 栄一（熊本大学大学院生命科学
研究部）

・特別講演
・招待講演
・シンポジウム
・ワークショップ

2．第 48 回「糖尿病学の進歩」
会 期 平成 26 年 3 月 7日（金）・8日（土）

（予定）
会 場 札幌コンベンションセンター（予定）
世話人 吉岡 成人（NTT東日本札幌病院糖

尿病内分泌内科）

3．地方会活動
1）第 47 回日本糖尿病学会北海道地方会
2）第 51 回日本糖尿病学会東北地方会
3）第 51 回日本糖尿病学会関東甲信越地方会
4）第 87・88 回日本糖尿病学会中部地方会
5）第 50 回日本糖尿病学会近畿地方会
6）第 51 回日本糖尿病学会中国・四国地方会
7）第 51 回日本糖尿病学会九州地方会

4．分科会活動
1）第 28 回日本糖尿病合併症学会
会 期 平成 25 年 9 月 13 日（金）・14 日（土）
会 場 旭川グランドホテル

会 長 羽田勝計（旭川医科大学内科学講座
（病態代謝内科学分野））

Ⅲ．会誌，研究報告，研究資料及び図書の刊行（定款
第 5条 3）
1．会誌「糖尿病」の発行
会誌「Dibatology International」の発行

2．糖尿病患者むけ指導書の発行
1）糖尿病治療の手びき
2）糖尿病食事療法のための食品交換表
3）糖尿病食事療法のための食品交換表CD-
ROM版

4）糖尿病性腎症の食品交換表
5）糖尿病性腎症の食品交換表CD-ROM版付
き

6）Food Exchange Lists
7）糖尿病食事療法のための食品交換表 活用
編

3．医師およびコ・メディカルむけ指導書の発行
1）こどもの糖尿病・サマーキャンプの手引き
2）「食品交換表」を用いる糖尿病食事療法指導
のてびき

3）糖尿病療養指導の手びき
4）糖尿病治療ガイド
5）小児・思春期糖尿病管理の手びき
6）糖尿病専門医研修ガイドブック
7）糖尿病学用語集
8）糖尿病遺伝子診断ガイド
9）糖尿病学の進歩
10）糖尿病の療養指導
11）科学的根拠に基づく糖尿病診療ガイドラ
イン

12）Treatment Guide for Diabetes

Ⅳ．糖尿病専門医制度に関する事業（定款第 5条 4）
1．学会専門医，研修指導医，認定教育施設の認定

Ⅴ．内外の関係団体等との連絡および提携（定款第 5
条 5）
1．IDF理事会への出席
2．IDF-WPR Congress への参加
3．AASDへの参加
4．EASDとの共同企画への参加
5．第 49 回全国糖尿病週間の共催
6．社団法人日本糖尿病協会への協力
7．世界糖尿病デーへの参加

Ⅵ．国民に対する糖尿病診療に関する情報の提供及び
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啓発（定款第 5条 6）
1．糖尿病対策事業
1）糖尿病対策推進会議への参画
2）対糖尿病戦略 5ヵ年計画作成委員会
3）「健康日本 21」の糖尿病対策検討委員会
4）糖尿病データベースの構築委員会

Ⅶ．その他本会の目的を達成するために必要な事業
（定款第 5条 7）
1．功労賞および研究奨励・研究業績の顕彰
1）坂口賞の授与
2）ハーゲドーン賞の授与
3）リリー賞の授与
4）若手研究奨励賞（YIA）の授与
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臨時理事会議事録

開催日 平成 24 年 5 月 18 日（金）
午前 7時～8時 10 分

会 場 パシフィコ横浜 2階 211 室
〒220―0012 横浜市西区みなとみらい 1―1―1

出席者 理事 羽田勝計 佐藤 讓 渥美義仁
植木浩二郎 宇都宮一典 春日雅人
門脇 孝 古家大祐 中村二郎
稲垣暢也 清野 進 難波光義
横野浩一 加来浩平 谷澤幸生
荒木栄一 井口登與志 清野 裕

以上 18 名
監事 山田祐一郎 綿田裕孝 以上 2名

1．理事長の選出に関する件
出席理事全員による投票の結果，門脇理事が理事長

に選出された．

2．会務の分担
各会務の常務理事として
庶務担当 加来浩平
会計担当 荒木栄一
編集担当 羽田勝計
学術調査研究担当 春日雅人
国際交流担当 稲垣暢也

が決定した．

3．日本医学会の委員選出について
日本医学会評議員 門脇理事長，連絡委員 加来常

務理事とし，用語委員および（用語）代委員は後日新
委員を選任することとした．

理事の会務分担（平成 24 年 5 月 18 日）

理事長 門脇 孝
庶 務 ○加来浩平 渥美義仁

植木浩二郎
会 計 ○荒木栄一 横野浩一 中村二郎
編 集 ○羽田勝計 難波光義 古家大祐
学術調査研究教育 ○春日雅人 清野 進 佐藤 讓

井口登與志
国際交流 ○稲垣暢也 清野 裕 谷澤幸生

宇都宮一典
注）○印 常務理事

小児糖尿病委員会 佐藤 讓
協会委員会 稲垣暢也 渥美義仁

中村二郎
糖尿病編集委員会 羽田勝計 稲垣暢也

難波光義 古家大祐
Diabetology International 羽田勝計 春日雅人

清野 進
治療の手びき編集委員会 荒木栄一 稲垣暢也

羽田勝計
食品交換表編集委員会 渥美義仁 清野 裕

羽田勝計
内保連 渥美義仁 加来浩平

宇都宮一典
専門医認定委員会 谷澤幸生 清野 裕

中村二郎 横野浩一
専門医試験委員会 荒木栄一 植木浩二郎

井口登與志 宇都宮一典

以上 文責 庶務担当常務理事 加来浩平
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